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科学史 １ 科学のあけぼの―ギリシャ科学の成立 

担当：三村 太郎 

（taromimura@g.ecc.u-tokyo.ac.jp） 

０． 科学とは何か？ 

とりあえず科学とは「自然現象を合理的に説明するもの」と定義する 

 

１． ギリシャ科学の「科学」性 

  自然と超自然を分ける 

 
 

＊バビロニア（前 20 世紀頃）：体系化された宗教を持っていた 

 

 『エヌマ・エリシュ』冒頭 

上にある天は名づけられておらず、 

下にある地にもまた名がなかった時のこと。 

はじめにアプスーがあり、すべてが生まれ出た。 

混沌を表すティアマトもまた、すべてを生み出す母であった。 

水はたがいに混ざり合っており、 

野は形がなく、湿った場所も見られなかった。 

神々の中で、生まれているものは誰もいなかった。 

 

＊ギリシャ：中心となる宗教なし 

  紀元前 6 世紀 ミレトス 

  コスモスの概念：美しい、秩序だった世界・宇宙 
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＊＊アリストテレス （前３８４～３２２） 

   『形而上学』 第一巻第三章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＊科学と哲学の親近性：最初の科学者は最初の哲学者 

  注意：ソクラテス以前における資料の制約 

＊アルケー：タレス―水；アナクシメネス―空気； 

      エンペドクレス―土；ヘラクレイトス―火 
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＊四元素説の成立    

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ヒッポクラテス（前４６０～３７０）：医学のはじまり 

てんかんの「神聖性」を否定；四体液の不均衡によって説明 

 

＊＊ヒッポクラテス『神聖病』冒頭         ＊四体液説（ヒッポクラテス） 

 

 
参考文献  

 ロイド『初期ギリシア科学』法政大学出版会（１９９４） 

 Andrew Gregory, Eureka!: The Birth of Science, Icon Books  (2003) 

 大槻真一郎訳『ヒポクラテス全集』エンタプライズ（１９９７） 
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科学史 ２ ギリシャ科学の展開 

担当：三村 太郎 

（taromimura@g.ecc.u-tokyo.ac.jp） 

１． プラトン（前 427～前 348） 

ソクラテスを主人公とした対話篇 

例：『ラケス』「勇気とは何か」 

 
 ＊自らの定義を提示しない；問答を通じて対話者の考察を否定しつつ再考を迫る。 

 

数学の重視―『国家』第 7 巻  イデアを知るための幾何学 
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天球概念―デミウルゴス 

プラトン『ティマイオス』 

 
                  アーミラリー天球儀→ 

２． アリストテレス（前 384～前 332） 

論証科学の体系化―論理学の整備 

 論理学書「オルガノン」 

  『カテゴリー論』『命題論』『分析論前書』『分析論後書』『トピカ』『詭弁論駁論』 

問答法的推論 ＜エンドクサ→（三段論法）→結論＞ との差別化 

＊ エンドクサと公理の違い： 

 – 公理：「自明にして論証なしに真と受け取られる前提」（『分析論後書』第一巻第二章） 

 – エンドクサ：「すべてのひとたち，あるいは大多数の人たち，あるいは知者たちの 

   すべてか大多数によって，あるいはもっとも知名で評判の人たちによって 

   〔そうだと〕思われていることども」（『トピカ』第一巻第一章） 

＊＊アリストテレス『天体論』第１巻第１０章「宇宙は生成も消滅もしない」 
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  ・エンドクサの列挙→検討→蓋然性の高いエンドクサの設定→エンドクサから結論へ 

 

・さまざまな自然現象の体系化   『自然学』『形而上学』『動物論『天について』 

 

・世界の体系化―アリストテレス的世界像 

  四元素（軽重などを考慮した月下界）とエーテルによる宇宙 

   同心天球－地球を中心とした世界 

 

３． アレクサンドリアを中心とした科学 

 アレクサンドロス大王（前 356～前 323）による領土拡大→ヘレニズム 
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アレクサンドリアを中心とした学問新興 

プトレマイオス朝 

 アレクサンドリア図書館 

 学問振興；文献学 

  

エウクレイデス（前３００頃活躍？）『原論』 

『原論』：幾何学の諸命題に対する論証集 

公理（例：「点とは部分を持たないものである」）→三段論法→結論 

 

例：『原論』第 1 巻命題 5 

 
参考文献 

 ロイド『後期ギリシア科学』法政大学出版会（２０００） 

 山口義久『アリストテレス入門』ちくま新書（２００１） 

 野町啓『学術都市アレクサンドリア』講談社学術文庫（２００９） 

 斉藤憲『ユークリッド『原論』とは何か』岩波科学ライブラリー（２００８） 
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４．ローマ帝国と科学 

 プトレマイオス朝からローマ帝国（前 27）へ 

 

アレクサンドロス大王のヘレニズム

世界を受け継ぐ 

 「ローマ科学」のなさ 

   ―学問語としてのギリシャ語 

 パイデイア教育 

 （「市民になるための教養」） 

 －哲学と弁論術 

 

 

 

 

５．プトレマイオス（100 頃～175 頃）と天文学の体系化 

 アレクサンドリアで活躍 

・『アルマゲスト』において惑星モデルを体系化 

 

＊＊『アルマゲスト』序論 

 

周転円モデル↓ 
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・天文データの表『簡便表』の作成          

                  『簡便表』→ 

・なぜ惑星モデルを精緻化したのか？ 

  占星術への関心：バビロニア起源→エジプト 

＊＊証言：ディオドロス『歴史叢書』 

 

 
ある種の合理的な現象の説明 
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＊＊プトレマイオス『テトラビブロス』序論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．ガレノス（129～210 頃）と医学の体系化 

 ・パイデイア教育を経た医師 

 ・論証をめざす医者 

＊＊ガレノス『ヒッポクラテスとプラトンの教説』第 3 巻第 8 章 

実際に真実をもとめる者は，詩人が言っていることを考察しないほうがよいだろう 

と，私は考える．むしろ，私が第 2 巻で述べた学的な前提〔＝公理〕を見出す方法 

を最初に学び，次に，この方法に従って訓練して，鍛えるべきである．そして，そ 

の訓練が十分に進んだときに，それぞれの問題に関して，それを論証するために必 

要とされる前提について考察すべきである． 

 

＊＊ガレノス『自然の機能につ

いて』1 巻 15 章「腎臓の尿吸引

能力」 
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エピクロスやアスクレピアデス―吸引能力は否定；元素自身の反発と結合で説明 

ガレノス―解剖所見などを用いてヒッポクラテス説を擁護し、他派を論駁 

・四体液説と動物解剖；瀉血 

 

ヒッポクラテス著作への注釈―ヒッポクラテス著作の権威化 

→それまでの著作の消滅 

 

 

参考文献 

 ウォーカー『望遠鏡以前の天文学』恒星社厚生閣（２００８） 

 薮内清訳『アルマゲスト』恒星社厚生閣（１９９３） 

 バートン『古代占星術』法政大学出版会（２００４） 

 種山恭子訳『ガレノス 自然の機能について』京都大学学術出版会（１９９８） 
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７．プトレマイオス・ガレノス以後のギリシャ科学 

 ローマ帝国下での学問のカリキュラム化－パイデイア教育 

 弁論術―プラトン；オルガノン―アリストテレス 

 哲学教授の担い手：新プラトン主義者たち 

 新プラトン主義とは 

⚫ アレクサンドリアの哲学教師アンモニオス・サッカス（175-242）によって始め

られ，その弟子プロティノス（205-270 頃）によってその基礎が築かれた学派 

⚫ 一者からの流出によって世界の創造を語る 

 教育内容：哲学入門―オルガノン；哲学本論―プラトン対話篇 

 

・新プラトン主義哲学の神髄―「神働術」 

降神術（神働術）： ある種の秘密の文字やシンボルを像のまわりなどに供えるなど

して像に命を吹き込み神のお告げを得ようとするもの 

・哲学教授の拠点：アテネとアレクサンドリア 

  アテネ：新プラトン主義者たちがアカデメイアの伝統を引き継いだ（と主張） 

アカデメイア：前 387 年頃，プラトンが私財を投じることで設立された学園

プラトンの教育プログラムの下，プラトン教説を中心に哲学教育が施された． 

降神術が原因で，異教弾圧を目指したユスティニアヌス帝（483-565）の勅令（529 

年）によりアカデメイアは廃止に追い込まれた 

  アレクサンドリア：哲学教授センターとして存在 

    数多くのキリスト教徒たちがパイデイアを身に着けるため哲学教授に参加 

 

８．ガレノス体系化以後の医学教育 

 ガレノス医学がカリキュラム化：主要著作に絞って教授 

 「アレクサンドリア要綱」 

  『初学者のための脈について』『ヒッポクラテス『元素について』注釈』 

  『混合について』『自然の諸力について』『解剖学』『原因と兆候』 

  『影響を受けた（病気にかかった）患部について』『脈について』 

  『発作について』『分利日について』『治療法について』 

 

 ガレノス医学の要約者たち 

アエギナのパウロス（7 世紀半ば）やオレイバセオス（400 頃） 

 証言：イスハーク・イブン・アリー・ルハーウィー（ 9 世紀末）『医者の教養』 

アレクサンドリアの人々 ― 彼らはこの〔医学という〕技芸の担い手の中でも卓越した

学者たちだが ― が集まり，医学の学習者たちを集めた際，当時の若者たちの大半にお

いて，彼らの熱意が，こういう書物全般，とりわけガレノスの編んだものを読もうとす

るまでに達していないのを見て，医学生たちを医学に近づけようと，ガレノスの著作か

ら 16 冊を選んで，要約によって，その〔医学の〕おおよそを包括するように，それら

〔 16 冊〕をつなげて，学校といった教授の場において読んだ． 

 ＊当時、ガレノスの原典を読まなくなっていた 
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９．プトレマイオス天文学のその後 

 パッポス（4 世紀前半）やテオン（335 頃～405 頃）による注釈 

 オクシュリンコス・パピルス 

 （エジプト東部、古代のゴミ捨て場） 

                      パピルス例→ 

 

バビロニア天文学において編み出された計算法の継続利用 

 ジグザグ関数 

  計算のみで結果を導く；幾何学モデルを用いなかった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考文献 

 Watts, City and School in Late Antique Athens and Alexandria, University of California Press (2007) 

 Nutton, Ancient Medicine, Routledge (2012) 

 Jones, Astronomical Papyri from Oxyrhynchus, American Philosophical Society (1999) 
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科学史 ３ イスラーム科学とイスラーム王朝宮廷人―アッバース朝 

担当：三村 太郎 

（taromimura@g.ecc.u-tokyo.ac.jp） 

１．イスラーム文化圏におけるギリシャ科学研究：アッバース朝 

610 年頃：ムハンマド（571～632）によってイスラームが始められる。 

622 年：ムハンマドとアラブ人教友たちはメディナに移住しイスラームの教団国家を建設 

  サーサーン朝ペルシャを滅亡に追いやる 

→アラブ人を中心とした王朝ウマイヤ朝（661～750）が成立 

750 年：非アラブ人イスラーム教徒たち（マワーリー）への差別 

 マワーリーの中でもとりわけペルシャ人たちの不満が蓄積 

 →ペルシャ人たちと協力することでアッバース朝（750～1258）成立 

（アッバース朝以後、アッバース朝をモデルとした諸王朝（ブワイフ朝など）が成立） 

 

アッバース朝宮廷でギリシャ語哲学・科学文献の大量翻訳 

 ＊文学は全く翻訳されない；プラトンは（『ティマイオス』を除き）全く翻訳されない 

 

アッバース朝での科学研究 

例：アッバース朝 7 代目カリフ・マームーン（在位 813～833）による地球の大きさの測定 

＊＊ビール―ニー（９７３～１０５０頃）『占星術教程』 

 第２巻第２０９章「地球の大きさについて相違はあるか」 

確かに相違はあるが、それは観点や情報に帰される問題である。各民族は、ギリシャ  

人のスタディオンやインド人のヨージャナのような各地域で用いられる距離＜の単位

＞によって、それを知っている。こうして、アラビア語に翻訳された書物からは事実

は得られないので、マームーン・イブン・＜ハールーン・＞アッ＝ラシードはそのこ

とを確認するように命じた。そこで学者集団はスィンジャール砂漠（メソポタミア）

に向かう彼に同行し、１度に相当する距離が５６と３分の２ミールであることを発見

した。彼らがこれを３６０に掛けると２０４００となった。これが地球の大円の円周

のミールである。 

＊天文観測台―黄道の最大傾斜（23 度 35 分）；代数学の発展；球面三角法；星座 

 

２．なぜアッバース朝はギリシャ科学哲学を必要としたのか？ 

 アッバース朝 2 代目カリフ・マンスール（在位 754～775 ）と翻訳活動 

＊＊マスウーディー（10 世紀）『黄金の牧場と宝石の鉱山』 

 彼〔マンスール〕はムナッジムに近づき占星術を用いた最初のカリフだった。彼と

ともにいたのは、ゾロアスター教徒のムナッジムであるナウバフトだった。彼は、そ

の〔マンスール〕の配下においてイスラームに改宗した人物で、かのナウバフト家の

祖先である。また、ムナッジムのイブラーヒーム・ファザーリーもおり、彼は星につ

いての韻文の担い手で、それ以外にも星や天の形状に関する学問についての担い手で

もあった。また、アストロラーブの製作者でムナッジムのアリー・イブン・イーサー

もいた。 

さらに、彼〔マンスール〕は、異国の言語からアラビア語へとさまざまな書物を翻

訳させた最初のカリフでもあった。その中には、『カリーラとディムナ』や、『シン
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ドヒンド』があった。そして、論理学書などのアリストテレスの書物も彼のために翻

訳された。さらに、プトレマイオス『アルマゲスト』、エウクレイデスの書物、〔ニ

コマコス〕『数論』や、そのほかの古典ギリシャ語やローマの言葉、パフラヴィー語、

ペルシャ語、シリア語の古代の書物が、彼のために翻訳された。 

 

＊ムナッジム＝占星術師／天文学者 

＊ナウバフト家 ペルシャ系占星術師一家 

 

『カリーラとディムナ』 

「ライオンと牛」「みみずくと鳥」など 

サンスクリット文献『パンチャタントラ』に起源をもつ 

＊「王の鑑」文献：王のとるべき姿勢を教える動物寓話集 

６世紀頃、サーサーン朝ペルシャにおいてパフラヴィー語版が編まれる 

＊散逸；ただし、５７０年頃編まれたシリア語訳版は現存 

イブン・ムカッファウ（７５６没ペルシャ系）がパフラヴィー語訳からアラビア語版を作成 

＊追加された寓話も存在 

→ペルシャ王のとるべき姿勢を受け継ぐためアラビア語版を作成 

『シンドヒンド』 

インド天文学書（シッダーンタ） 

占星術への関心の延長上で受容―サーサーン朝ペルシャにおける全般占星術への関心 

 

→マンスールの頃、ギリシャの学問は，選択肢のひとつにすぎなかった 

 

３．マンスール宮廷におけるインド天文学の導入 

＊＊キフティー（１１７２～１２４８）『諸学者列伝』「ファザーリー」の項目に引用され

ているイブン・アダミー（９２５年頃活躍）のズィージュからの証言 

〔ヒジュラ暦〕１５６年〔＝西暦７７２/３年〕、カリフ・マンスールの元に、ある

インド人がやってきた。彼は二分の一度ごとに計算されたカルダジャ（半弦）による

補正法や、二つの食（日食と月食）、黄道十二宮のアセンダント（上昇度数）などの

天球に関することがらや、数多くの章からなる書物に載っているようなことどもに関

する、「シンドヒンド」の名で知られている諸星の運動にかかわる計算に精通してい

た。 

〔中略〕 

マンスールは、この本〔『シンドヒンド』（？）〕をアラビア語に翻訳し、アラブ

人が諸星の運動を決定する際の基礎とするような書物を、そこから編むように命じた。

その任務に当たったのがファザーリーで、彼は、その〔本〕から、占星術師たちが

『大シンドヒンド』と呼ぶ書物を編んだ。 

 

＊「シンドヒンド」の内容を暗記したインド系学者が宮廷にやってきた。 

→なぜインド天文学だったのか？ 
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４．インド天文学史概説 

カースト制度とバラモン教―バラモンによる学問の独占 

＊ヴェーダ：祭式のせりふ（マントラ） 

 

 

 

 

 

 

 

→ヴェーダの補助学 

音声学、祭式規定、文法学、語源学、韻律学、天文学（ジョーティシャ） 

＊天文学：祭式日時決定に必要―日時計による決定 

 

ギリシャ占星術・天文学伝来（後４世紀頃か） 

 『ヤヴァナ・ジャータカ』 

→インド古典天文学時代（５～１２世紀） 

 

アールヤバタ（476～550 頃）『アールヤバティーヤ』（４９９年完成）の登場 

＊ギリシャ天文学の導入―天球概念の使用／周転円の利用 

→「シッダーンタ」天文書の成立 

 

＊「シッダーンタ」天文書の章立て 

惑星計算の部 

惑星の平均運動に関する章；惑星の実際の運動に関する章； 

方向と場所と時間との関係（いわゆる「三つの問題」）を扱う章； 

月食と日食に関する章 

天球の部 

天球の性質に関する章；天文器具に関する章 

 

＊簡潔な韻をふんだ解答記述 

例：ブラフマグプタ（５９８～６７０）『ブラーフマスプタ・シッダーンタ』第３章（「三

つの問題の章」）第９節―春秋分時の正午の太陽が作るグノーモーンの影の長さからその土

地の緯度を決定する方法 

  グノーモーン〔の長さ〕の平方と影〔の長さ〕の平方の〔それぞれ〕に掛けられて、

その〔グノーモーンの長さの平方と影の長さの平方の〕和で割られた単位円の半径の平

方の根〔のそれぞれ〕が、その土地の緯度の余角の正弦とその土地の緯度の正弦である。 

 

＊〔〕内の言葉は補足→その記述は記憶を助けるため極度に圧縮 

→暗誦すれば自ずと問題が解けるように組み立てられていた 

この例は、 

 と  

を述べたもの。 
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＊なぜ暗唱を基盤とするのか？ 

→インドの学問教授スタイルが原因 

口承による学問の教授―基礎的な内容を暗唱したのち、内容の説明 

 

＊シッダーンタは暗唱すべき内容を収録したもの 

 計算手順を簡潔に述べる一方、解法の根拠は暗唱しない。解説は口頭で行われた。 

 解説は、まれに「注釈書」として記録された。 

 例：バースカラ一世（６００頃～６８０頃）『アールヤバティーヤ注釈』 

 

＊計算法の改良 

インド式計算法―ゼロの導入 

三角法の考案 

 

 

５．インド天文学の名声 

＊インド天文学は問題解法能力・計算能力の点で最先端の天文学だという認識 

例：六世紀頃に編まれたシリア語書簡 

ここでは、私は、シリア人ではないインド人たちの学問について口をつぐんでおく。

また、天文学の研究での彼らの精妙な発見についても〔口をつぐんでおく〕。それらの

〔発見〕は、実際、ギリシャ人たちやバビロニア人たちのものよりも巧みなものである。

そして、彼らの計算の合理的な方法〔手順〕とその言葉を絶する計算、すなわち九つの

記号によるもの〔についても口をつぐんでおく〕。 

＊「九つの数字」に基づくインド式計算法と暗記に適した問題の解き方の簡潔な提示法を備

えたインド天文学のすばらしさは、ギリシャ天文学を知っていたシリア人たちも認めるとこ

ろだった。 

→インド天文学は、占星術計算のために天文計算法を必要としたマンスールにとって最適の

天文学だった。 

→なぜギリシャ科学へ？  

 

６．アッバース朝におけるギリシャ科学への関心の高まり 

 ７代目カリフ・マームーン（在位８１３～８３３）期：ギリシャ科学へ関心が移行 

 

 ハバシュ（８６９年以降没）によるズィージュ（天文表）→ 

 序文に当時のギリシャ天文学をめぐる様子が記載 

＊＊ハバシュのズィージュ序文 

マームーンは卓越した知の持ち主で、精妙なる事柄や深遠なる知

の探求に熱心だった。とりわけ星に関する知を好み、彼は カノ

ン〔正典，『アルマゲスト』 〕などのギリシャ人たちの諸著作

における内容と、『シンドヒンド』や『アルカンド』においてイ

ンド人たちの保持していた内容、『王のジージュ』においてペル

シャ人たちの保持していた内容とを比べた。すると、彼は、それ

らが互いに異なり、それぞれ、あるときは真なるものに合致し、

あるときは真実から外れていることを見出した。以上の状況に陥
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ったので、マームーンは、この〔星に関する〕学問の基礎を探求し、それを正しくする

ため、ヤフヤー・イブン・アビー・マンスール〔８３０年頃没〕に、星の学問について

の諸著作の基礎に立ち戻り、この学問に精通している者たちや、当時の知識人たちを集

めるよう命じた。というのは、プトレマイオスがすでに、これから知ろうと試みている

星にまつわる学問に到達することは不可能ではないことを示していたからである。その

ためヤフヤーは、その命令に従って、星の学問に精通している学者たちと。当時の配下

の知識人たちを集めて。これらの書物の基盤の探求を開始し、それらに書かれている内

容の精査と比較を行った。その結果、あらゆる書物の中で、アルマゲストと呼ばれてい

るプトレマイオスの書物よりも正確なものはないという見解を得た。というのは、プト

レマイオスは、そこにおいて、明白な推論と幾何学的論証によって、真の正しさへと至

っていることを示しているからである。また、彼がいうには、太陽や月や諸星の運動を、

天球におけるさまざまな位置として観測し、あらゆる状況下で、それら〔諸星の位置〕

の吟味を行ったのだという。その観測と吟味の結果、彼以前に諸星の平均化を行った

人々の観測における誤りへと喚起され、彼は、観測と吟味によって生じてきた、そうい

った全ての誤りを正したのだった。そうすることで彼は当時の観測と測定で見出したこ

とに基づいて修正することで諸星の位置を決定し、その書を仕上げたのだという。それ

ゆえ、彼ら〔マームーン宮廷の学者たち〕はこの書〔『アルマゲスト』〕をカノンとし

て受け入れ、アーミラリー天球儀などの観測器具を使って、プトレマイオスが述べてい

る観測を開始し、バグダードにおいて、さまざまな期間、太陽や月の運動の吟味をする

ようになった。 

                       

＊厳密な議論の需要―論証への注目        

＊論証の必要性→イスラーム擁護 

 

７．イスラーム擁護における論証 

 サーサーン朝ペルシャとゾロアスター教、マニ教：二元論 

  世界が善悪（光と闇）の対立に基づいて成立しているという世界観 

 二元論論駁 

＊＊カーシム・イブン・イブラヒーム（785-860）の議論 

 
＊一神教論駁と違い「一人の神」という前提を共有できない 

 →万人が納得できる前提から出発する議論が必要 

 →論証に注目 
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８．キンディーの登場：宮廷占星術師の役割 

 キンディー（801 頃～866 頃）：「アラブ人初の哲学者」 

哲学－『第一哲学についてのムウタシムへのキンディーの書』 

論理学－『ポルフィリオス『エイサゴーゲー』要約』『論理学的論証序説』 

算術－『算術入門』『インド数字の扱い方』 

音楽論－『調和について大書簡』『メロディーの合成について』 

天文学－『惑星の状況について尋ねられた問いに関する書簡』『諸天体の違いについて』 

占星術－『天体の光線について』『占星術入門』 

幾何学－『ユークリッドの書の目的について』『ユークリッドの書の改良について』 

医学－『ヒッポクラテスの医学について』『毒の解毒について』 

論駁書－『二元論者論駁』『分割されない部分を主張する者たちの誤謬について』 

 宮廷における助言者としての学者の役割―マジュリス 

→宮廷学者たちにとって二元論論駁は重要な課題 

 

＊＊『世界の有限性についての書簡』序文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

命題 1 二つの等質な量が，互いに，大きくも小さくもなければ，両者は等しい． 

命題 2 ある等質な量に別の等質な量を加えると，その結果は，もとの等質な量とは異なる． 

命題 3 二つの限りない等質な量において，一方が他方より小さいことは不可能である． 

命題 4 有限な等質な量の和は有限である． 

→世界の有限性の論証 

 

＊二元論の無限世界論（永遠なる闇と光）を論駁 

 

キンディーの強み：論証力 

→論証力を武器にパトロン信頼を勝ち得て、さまざまな助言を求められるようになった。 

 

＊論証への注目から、プトレマイオス『アルマゲスト』に再注目した 

注意：アレクサンドリアでは要約でプトレマイオス天文学の概要を学ぶのみ；アッ

バース朝ではプトレマオスのテキストの論証性に注目が集まったため、プトレマイ

オスのテキスト自身を読む必要が出てきた→アラビア語訳の必要性 

＊『アルマゲスト』テキストの再発見 
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９．ガレノス主義からアリストテレス主義へ：宮廷医たちの役割 

 アッバース朝宮廷医クスター・イブン・ルーカー（キンディーと同時代） 

  数学  ―『エウクレイデス『原論』への疑問』『幾何学入門』 

  天文学―『天球儀の使い方』『星学入門』 

  機械学―『秤について』 

  哲学  ―『霊魂と精気の違いについて』『性格の違いについて』 

  医学  ―『しびれについて』『メッカ巡礼の医学』 

 

 宮廷医も様々な助言を求められる 

 例：タバリー（キンディーとおなじ宮廷に参与していた医学者） 

イスラーム擁護者としてキリスト教論駁文書『キリスト教論駁』やイスラーム擁護

文書『宗教と国家について』を残している． 

 →医学者も、より厳密な議論を必要とする 

 →医学の論証科学化を目指したガレノスのテキストに注目 

 

 

参考文献 

 矢野道雄『インド数学の発想』ＮＨＫ出版新書（２０１１） 

 矢野道雄『インド天文学・数学集』朝日出版（１９８０） 

 林隆夫『インドの数学』中公新書（１９９３） 

 辻直四郎訳『リグ・ヴェーダ讃歌』岩波文庫（１９７０） 

 グタス『ギリシア思想とアラビア文化』 

 Sayili, "The Introductory Section of Habash's Astronomical Tables Known as the Damascene Zij,"  

  Dil ve Tarih Cografya Fakultesi Dergisi 13 (1955). 

 青木健『ゾロアスター教』講談社メチエ（２００８） 

 Adamson, Al-Kindi, OUP (2006) 

 Pormann & Savage-Smith, Medieval Islamic Medicine, Georgetown University Press (2007) 
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科学史 ４ イスラーム科学の展開 

担当：三村 太郎 

（taromimura@g.ecc.u-tokyo.ac.jp） 

１．論証主義からガレノス主義へ 

医学の論証科学化を目指したガレノスのテキストに注目 

＊ガレノスの論証主義 

 

タバリー『知の楽園』 

アリー・イブン・ラッバーン・タバリーは、この書を、知者ヒッポクラテス

やガレノスなどの医学者の著作や，アリストテレスなどの哲学者たちによる

医学に関する著作やそれ以外の著作，同時代の偉大なる医者ユーハンナ・バ

ル・マーサワイフ（アッラーが力を与えん）や翻訳家フナイン〔・イブン・

イスハーク〕などによる著作に基づいて編んだ。 

→ガレノス主義の成立；ガレノスの著作のアラビア語訳への需要 

注意：アレクサンドリアでは要約に基づいたガレノス医学教育 

→ガレノスの医学の論証化においてガレノスが基づいたヒッポクラテスのテキスト、アリス

トテレスのテキストへの需要 

 

フナイン・イブン・イスハーク（キンディーとおなじ宮廷に参与していた医学者） 

翻訳グループの組織； 

ガレノスの著作やプトレマイオスの著作などの翻訳；月給 510 万円 

 

＊イスラーム擁護者としての役割を果たすために、論証科学を中心としたギリシャ科学・ 

 哲学の受容 

 

２．ガレノス論駁からアリストテレス主義へ 

 論証を基盤にした「ガレノス主義」（アリストテレス哲学の延長上にガレノスを読む） 

 ＊注意：ガレノス自身はプラトン主義者 

 →ガレノスとアリストテレスとの齟齬 

＊＊イブン・マーサワイフ（キンディーと同じ）『医学箴言集』 

ガレノスとアリストテレスが，ある概念で一致している場合は，それ〔でよい〕．

相違している場合は，その真実を把握するのが大変難しい． 

→ガレノス論駁 

 

＊＊ラーズィー（864～925/932）『ガレノスへの疑問』序 

医学や哲学は，権威たちに従い，受け入れることを認めず，彼ら〔権威たち〕にの

めりこみ，詳細に検討することをやめてしまうことも認めない．また，哲学者も，

その弟子や生徒たちのそういう〔態度〕を好まない．実際，ガレノスが，『各部位

の用途について』において，すでにこう述べている．「論証もなしに，彼ら〔権威

たち〕に従い，彼らを信奉し，彼らを受け入れる者たちを非難する」と . 
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＊＊ラーズィー『ガレノスへの疑問』序（ガレノス批判のきっかけ） 

私は，かつて，バグダードにおいて誉れ高く，アリストテレスにより共感していた

人物と，ガレノスの著作を読んでいた．彼は，こういう〔あいまいな〕箇所に行き

つくと，その〔ガレノスに〕より共感していることについて，私への非難を強くし

た．そして，多くの場合，こういう箇所についての私に対する彼〔バグダードの学

者〕の議論の整合性の高さゆえ，しばしば，私は困惑した． 

 

＊ガレノスのテキストを読む場の存在；論理を重視する立場からガレノス読解 

→アリストテレス主義の成立 

 

２．ファーラービーの登場 

 ファーラービー「第二のアリストテレス」 

＊＊アリストテレス主義の成立についてのファーラービーの説明 

（イブン・アビー・ウサイビア（1203～70）『医学者列伝』より） 
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 ＊実際の古代末期の状況との違い―論証習得を強調；キリスト教徒の役割 

注意：アリストテレス『自然学』は「弁証」に基づく 

  アリストテレス『動物部分論』第 1 巻第 1 章 

動物学を遂行する際，ちょうど数学者が天文学に関することを示す場合のように，

自然学者も，まず，動物に関して把握されるパイノメナ（現象＝エンドクサ）やそ

の各々の諸部分を論じることから始める。 

→自然学の論証科学化 

＊前提の公理化―経験の役割 

ファーラービー『人間の諸器官について』 

そういう〔動物に関する事柄〕のうち，推論によらない事柄には，経験や試行錯誤

によってではなく，また，その概念や形相や観察へ気をかけることによらない，第

一原理として知られるものがある．また，その〔推論の必要のない事柄〕には，経

験や試行錯誤や吟味によってしか，また感覚による観察に気をかけ，励むことよっ

てしか，知られないものもある． 

 ＊直観で把握できる公理（「天は部分のない存在」）と経験を経て把握できる公理 

ファーラービー『人間の諸器官について』 

〔人間の器官にまつわる原理には，〕吟味や，精査，それによって状況を簡潔化し

固定するための解剖の必要でない，第一の事柄に属するものがある．他方，観察に

際し，そういう〔事柄〕の精査あるいは解剖を，さらにはそういう〔事柄〕の吟味

や状況の考察，また，以上述べたことへの努力や，観察が可能なものを全て観察し

調査する欲求を必要とするものもある． 

＊解剖という質的に制御された経験 

ガレノス、プトレマイオス、アリストテレスの著作をもとにした論証科学の発展 

→論証を基盤にしていたため、アリストテレス、ガレノス、プトレマイオスのテキストを権

威化するのではなく、より厳密な論証科学を目指す 

 

参考文献 

 Netton, Al-Farabi and His School, Routledge (1999) 

 Zimmermann, Al-Fārābī's Commentary and Short Treatise on Aristotle's De Interpretatione,  

  OUP (1981) 
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科学史 ５ イスラーム科学の終焉（？） 

担当：三村 太郎 

（taromimura@g.ecc.u-tokyo.ac.jp） 

１． 科学・哲学研究：論理主義の視点からの権威批判 

 論理主義に基づいた科学哲学研究 

 ＊アリストテレス自然学の論証科学化 

 ＊ガレノス批判 

 例：血液循環 

  ガレノス「心中隔壁通孔説」 

    イブン・ナフィース（1213～88）「血液の肺循環」 

 ＊プトレマイオス批判 

 『アルマゲスト』モデルの立体化；エカント 

 イブン・ハイサム（965～1040 頃）『プトレマイオスへの疑問』 

 

２． 神学側からの科学・哲学批判 

 論理学批判：シーラーフィーとマッターの議論（932 年） 

  18 代目カリフ・ムクタディルの宰相イブン・フラートの邸宅（マジュリス）にて 

  シーラーフィー：イスラーム神学者、アラビア語文法学者 

  マッター・イブン・ユーヌス：キリスト教徒、アリストテレスの著作の翻訳に従事 

マッターの日頃からの主張「誤りから正しさを，偽りから真実を，悪から善を，あい

まいさから確証を，確信から疑問を知るには，我々の身につけている論理学でしか不

可能である」という発言が正しいのかどうかについて議論 

シーラーフィー「では論理学とはいかなるものか」 

マッター「論理学とは正しく述べるための道具である」 

シーラーフィー「正しく述べる際に必要なのはアラビア語の文法であるはず」 

マッター 

これは文法学であって，文法学について，私は何も研究しておりません．とい

うのは，論理学者にとって，文法学は必要ないからです．一方で，文法学者に

は，とりわけ論理学が必要です．なぜなら，論理学は意味を扱うのに対して，

文法学は発話を扱うからで，そのため，論理学者が発話を扱う際は付帯的なも

のとなる一方で，文法学者が意味を探る際も付帯的なものとなり，加えて，意

味は発話よりも高貴なもので，発話は意味よりも下等だからです 

→意味と発話の分離；論理学の優位性を主張 

 

・神学者ガザーリー（1058～1111） 

  バグダード・ニザーミーヤ学院教授、「最高のウラマー」 

  法学と神学の体系化；法学とは―『ハディース』に基づく；神学は法学の延長 
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＊＊自伝『誤りから救うもの』哲学の分類、占星術批判 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊論理学は認める→哲学理解のため『哲学者の意図』を編む。 
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→『哲学者の自己矛盾』 

 
 ＊論理的に哲学の教説を論駁 

 

→イブン・ルシュド（アヴェロエス、1126～1168）『矛盾の矛盾』 
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＊イブン・ルシュド スペイン・コルドバの法学者・哲学者 

  アリストテレス主義者として、アリストテレスの数多くの著作に注釈書を残す 

  彼の注釈書がラテン語に翻訳され、ヨーロッパでのアリストテレス読解の基礎となる 

 

＊ガザーリーの批判は影響力が大きかったが、それに対する哲学者の批判も存在 

  論理学に基づいた議論の厳密性を共有していたため 

→ガザーリー以後も科学哲学研究は継続 

＊なぜ法学者であるアヴェロエスが哲学を身につけたのか？ 

  マドラサにおける法学・神学教育の導入としてのギリシャ科学・論理学教育の採用 

  ―ギリシャ科学哲学のイスラーム化 

 

参考文献 

 Griffel, Al-Ghazali's Philosophical Theology, OUP (2010) 

 中村廣治郎訳『誤りから救うもの』ちくま学芸文庫（２００３） 

 中村廣治郎訳『哲学の自己矛盾』平凡社東洋文庫（２０１６） 

 竹下政孝『イスラーム哲学』平凡社（２０００） 
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科学史 ６ ヨーロッパにおける科学：１２世紀ルネサンスと大学の成立 

担当：三村 太郎 

（taromimura@g.ecc.u-tokyo.ac.jp） 

１．ヨーロッパと科学 

 ローマ帝国下 

  科学・哲学教育―ギリシャ語による伝統 

  キリスト教の浸透：313 年に公認→国教化（392） 

 １０５４年西方教会と東方教会の分裂→ラテン語ですべての管理を行う必要 

 ローマ法の復活；教会法の整備 

 自由学芸のラテン語化 

  三学：文法学、論理学、修辞学 

  四科：幾何学、算術、天文学、音楽 

 →四科の教師不足 

 レコンキスタ運動→イスラーム領域がキリスト教国下に 

  １０８５年 トレド陥落；１０９１年 シチリア占領 

  

２．スペイン・マグリブ地域へのイスラーム領域の拡大 

７１１年 ウマイヤ朝がローマ帝国下の北アフリカ地域（イフリーキーヤ）征服 

７１４年 イベリア半島全体を制圧 

→アル・アンダルス（スペイン）およびイフリキーヤ（マグリブ）がイスラーム王朝下に 

 
＊バグダードなどのイスラーム王朝の中心地と異なり、ローマ文化やユダヤ文化とイスラー

ム文化の融合が際立つ地域 

 ユダヤ教徒 

 ６６年 ローマに対して抵抗（ユダヤ戦争）→領土を失い、各地に離散（ディアスポラ） 

 

３．ファーティマ朝宮廷におけるユダヤ人学者 

 ファーティマ朝（909～1071）：イスマーイール派によって建立された王朝 

 イスマーイール派－シーア派の一派 

 2 代目カリフ・マフディー（893～947）宮廷におけるユダヤ人学者たち 

  イサーク・イスラエリ（832 頃～932 頃） 

   医学『熱について』；哲学『定義の書』 

  ドゥーナシュ・イブン・タミーム（950 頃活躍） 

   宮廷医；天文学；哲学 
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３． ドゥーナシュ『諸天球の構造について』 

 第 1 部のみ現存 

  アリストテレス元素論（1～6 章）；気象・地質現象の 

  説明（7～12 章）；天球の性質（13～14 章）； 

  惑星の天球と運動（16～34 章）； 

  地球の性質（35～36 章）；気象問題（37～39 章） 

＊アル・アンダルスやイフリキーヤで最初期の宇宙論書 

 アリストテレス元素論の便利な概説書 

＊「神によるデザイン」説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．トレド司教座学校での大量のアラビア語科学書哲学書翻訳―１２世紀ルネサンス 

 クレモナのゲラルド（１１１４～８７）－７１点 

  アリストテレス、ユークリッド、プトレマイオス、キンディー、ファーラービーなど 

 共同作業による 

モサラベ（アラビア語を母語とするキリスト教徒）のガリップスが『アルマゲスト』を

訳して（それを）ゲラルドがラテン語にした。 

 ドゥーナシュ『諸天球の構造について』の翻訳－ただしマーシャーアッラーフ 

  （アッバース朝２代目カリフ・マンスールの宮廷占星術師）を著者としている 

＊トレドにとって身近なイフリキーヤの書物を選択して翻訳 

例：コンスタンティヌス・アフリカヌス（1017～1087）によるイサーク・イスラエリ『熱

について』翻訳－サレルノ医学教育の基礎となる 

 

＊天文学の教科書として、のちに大学でも読み続けられる 
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＊ラテン語でアリストテレス自然学を最初期に伝えたもの―アリストテレス自然学と宇宙論

を図解のものとしては最初のもの 

＊「天文学や自然学を使った神の存在証明」 

 

５．「アラビアの学問」の新奇性―バースのアデラード（１０８０頃～１１５２頃） 

 スペイン各地を遍歴してイスラームでの科学哲学研究成果を学ぶ 

 さまざまなアラビア語で書かれた科学哲学所の翻訳を行う。 

 その知識をもとに独自の著作を編む；イギリス国王ヘンリー１世に捧げたものもある。 

例：『自然の諸問題』―「神のデザイン」説 

 
３．ぺトルス・アルフォンシ（１０６０～１１４０）と自由学芸の重要性 

 ユダヤ教徒からの改宗 

  １１０６年改宗 

  １１０６～１１１６ イギリス・ヘンリー１世宮廷学者 
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＊＊『フランスの逍遥学派の人々に宛てた書簡』 

 
 

４．修道院から大学へ 

 修道院付属学校や司教座聖堂付属学校 

 →各地に教師と学生の集団に形成－各地で商業ギルドに倣ってギルド化 

 自由七科と３学部 →教師の養成（教育免許） 

   講義：教科書は高価なため、教師のみ保持；あるいは写す 

   討論：問題提起→討論 

 自由七科の拡大 

  アリストテレス自然学、形而上学、倫理学－神学と医学に必要 

 →スコラ哲学の発展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



32 
 

例：ビューリダン（１２９５～１３５４）『天についての問題集』（パリ大学での討論） 

 
 

論理主義の広がり（注釈・論理の点検） 

 インペトゥス理論（慣性の概念） 

→原典主義 

→古代文化・ギリシャ語原典への興味→ルネサンスへ 

 

参考文献 

 Freudenthal, Science in Medieval Jewish Cultures, Cambridge University Press (2012) 

 Altmann & Stern, Isaac Israeli: A Neoplatonic Philosopher of the Early Tenth Century,  

  Univ. of Chicago Press (2009) 

 伊東俊太郎『十二世紀ルネサンス』講談社学術文庫（２００６） 

 ハスキンズ『十二世紀ルネサンス』みすず書房（１９９７）→講談社学術文庫 
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科学史 ７ ルネサンス：コペルニクス以前のヨーロッパ科学 

担当：三村 太郎 

（taromimura@g.ecc.u-tokyo.ac.jp） 

１．ルネサンスの時代（１３００～１６５０） 

 イタリアで始まる「古典再生」運動 

大学の発祥の地イタリア：ボローニャ大学（1088 頃） 

 大学での自由学芸（＝人文科目）にたずさわる教師を中心とした人文科目振興運動 

  はじめは文法、修辞、歴史、詩歌、倫理哲学の分野に注目 

 

ペトラルカ（１３０４～７４） 

 モンペリエ大学とボローニャ大学で法学を学ぶ→アヴィニオンに帰り、聖職者となる 

 キケロ（前１０６～前４３）への傾倒―ラテン文学の模範 

 ローマ帝国の政治家；『義務について』 

 →ラテン文学への回帰、古典文学の再生→各地にラテン語写本の収集に赴く 

 キケロ弁論術関連写本の収集 

→人文主義：古典文学振興―キケロを通じて「異教の哲学」の必要性 

 ＊古代、中世との分離；反スコラ 

 のちにギリシャ語写本の収集もはじめる―プラトン対話篇やホメロス 

→ギリシャ語古典収集は後継者たちによって続けられる 

 

ボッカチオ（１３１３～１３７５）（『デカメロン』） 

１３６０年：カラブリアの修道士レオンツィオ・ピラートを招き、フィレンツェ大学 

  ギリシャ語講座を開設（ただし数年で去る） 

   カラブリア：イタリア南部に位置し、ギリシャ文化が残存 

 

サルターティ（１３３１～１４０６） 

フィレンツェの書記官 

１３９７年より東（の）ローマ帝国の外交官マヌエル・クリュソロラスを招いて、定期的な

ギリシャ語勉強会を開催；ギリシャ語教科書『ギリシャ語問答集』を執筆 

東ローマ帝国はコンスタンティノープルへのトルコ侵入への援助を求めて、ヨーロッ

パ各地に外交使節を派遣→イタリアと接触 

 

２．ギリシャ語教師の渡来とプラトン受容 

マヌエル・クリュソロラスにつづいて東ローマ帝国とイタリアの交流が活発化 

１４３８年：東西キリスト教会の合同会議―分裂について再考するための会議 

 

ベッサリオン（１４０３～７２） 

 東方教会の聖職者→枢機卿となりイタリア移住 

 ギリシャ語教育 

 『プラトン哲学を歪曲する人々への反論』 

 

１４５３年 コンスタンティノープル陥落 
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ヨアンネス・アルギュロプロス（１４１５頃～８７） 

イタリア移住→１４５６年 フィレンツェ大学ギリシャ語教授 

 アリストテレス哲学教授；プラトン教授―ギリシャ語圏における「パイデイア」 

 

フィチーノ（１４３３～９９） 

コジモ・デ・メディチに見いだされる 

プラトン全著作のラテン語訳の完成 

『プラトン神学』：キリスト教とプラトンの融合 

 

・大学設立先進地域イタリアなどに比べて、ドイツでの大学成立状況とルネサンスへの意識

は異なっていた。 

 

３．ドイツ大学における人文主義 

 イタリア：文法、修辞、文学への－祖国の古代文化としての古代ローマ 

 ドイツやオーストリア：大学教育後進地―世俗君主の創設 

プラハ大学（１３４８年）クラクフ大学（１３６４年）ウィーン大学（１３６５年）

ハイデルベルグ大学（１３８５年）など 

イタリアやフランス、イギリスは自然発生 

 ドイツの人文主義：数学四科への関心の高さ 

  ウィーン大学「詩人と数学者のカレッジ」の創設―天文学の重要性 

  プトレマイオス『地理学』への関心 

 東ローマ帝国からのギリシャ語写本の伝来 

 プトレマイオス天文学受容の中心地となる 

 

ポイルバッハ（１４２３～１４６１） 

１４４８年 ウィーン大学自由学芸部卒業→イタリアに留学 

１４５３年 ウィーン大学自由学芸学部教授となってラテン文学を教える 

１４５４年 神聖ローマ皇帝フリードリッヒ 3 世（１４１４～１４９３）宮廷占星術師 

 

１４５４年 ウィーン市民学校にて天文学に関する連続講演→『惑星新理論』として公刊 

 

・それまでの大学における主要なラテン語天文学教科書 

  擬マーシャーアッラーフ『天球について』（クレモナのゲラルド訳） 

  （擬）クレモナのゲラルド『惑星理論』  

 ＊アラビア語文献の翻訳（直訳）→ラテン語のみを解する学生にとって理解しにくい 

 

ラテン語によって書かれた概説書の登場：サクロボスコ『天球論』 

＊サクロボスコ（１２５６頃没）パリ大学数学教授 

その内容は初等天文学で、惑星の記述は不十分 

 

そこで、ポイルバッハはラテン語文学教授で培ったラテン語作文力を駆使して、『惑星理論』

を書きかえる。さらに専門用語に定義を与えることで、惑星理論をより理解しやすくする。 
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＊伝統の連続性―イスラーム天文学の影響下 

例 用語「遠地点」；月の交点に対する「竜の頭尾」使用 

 

＊ポイルバッハはアラビア語版プトレマイオス要約の完全なラテン語化をなしとげた。 

１４６０年 ベッサリオンからアルマゲスト要約の依頼 

 １１７５年 アラビア語訳からの直訳がクレモナのゲラルドによって編まれる 

 →ラテン語のみからは理解しにくい 

→イタリアへ『アルマゲスト』ギリシャ語写本収集の旅に出る矢先に死去 

→完成せず；弟子のレギオモンタヌスに託される。 

 

４．レギオモンタヌスとプトレマイオス改良運動 

レギオモンタヌス（１４３６～１４７６） 

１４５２年 ポイルバッハの講義に参加し、ウィーン大学にて１６歳で学士を取得 

以後、ポイルバッハの助手として活躍 

 主に、ポイルバッハのもとで、天文学関連写本の収集と筆写 

 

１４６１年 ベッサリオンとともにイタリアに赴き、ギリシャ語を学ぶ。 

１４６２年頃 『アルマゲスト要約』完成 

 自身の観測に基づいてプトレマイオスモデルの改良を行う 

１４６４年頃 『三角形総説』完成―三角法について 

１４６７年 ハンガリー王マーチャーシュ・コルヴィンの要請で宮廷占星術師となる 

 天文台を建設して天体観測 

１４７２年 レギオモンタヌスは独自の印刷所を設立 

ポイルバッハ『惑星の新理論』印刷→数多く出回る 

印刷術：１４４５年頃 グーテンベルグ活版印刷の発明 

  印刷の利点―大量複製；図版の正確な複製；数表の正確な複製 

 

 

参考文献 

 伊藤博明・編『哲学の歴史 ４ ルネサンス』中央公論社（２００７） 

 伊藤博明『ルネサンスの神秘思想』講談社学術文庫（２０１２） 

 山本義隆『世界の見方の転換１』みすず書房（２０１４） 

 Aiton, “Peurbach's Theoricae novae planetarum: A translation with commentary”,  

  Osiris 3 (1987), pp. 5-44. 
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科学史 ８ 科学革命へ：コペルニクスが地動説へと至るまで 

担当：三村 太郎 

（taromimura@g.ecc.u-tokyo.ac.jp） 

１． コペルニクスの生涯 

コペルニクス（１４７３～１５４３） 

１４９１年 クラクフ大学入学 

 何を専攻したのかは不明 

天文学への興味―蔵書から明らか 

『アルフォンソ表』、レギオモンタヌス『三角数表』 

＊『アルフォンソ表』 

スペイン・カスティーリャ王国アルフォンソ１０世（１２２１～１２８４）の命を

受けて編まれた天文表 

ザルカーッル（１０２８～１０８７）による『トレド表』の改訂版 

アルフォンソ１０世は数多くのアラビア語天文書がカスティーリア語に翻訳 

 

１４９５年 参事会員職（司祭の補佐）を得る 

１４９６年 レギモンタヌス『アルマゲスト要約』入手 

 

→１４９７～１５０３までイタリア滞在 

１４９７年 業務（教会法関連）に必要な法学の知識を得るためにボローニャ大学入学 

 天文学への関心の継続―１４９７年３月９日コぺルニクスによる最古の観測記録 

 ギリシャ語の学習 

１５０１年 医学の勉強のためパドヴァ大学入学 

１５０３年 フェラーラ大学より教会法博士号を取得 

→帰国し参事会員職として生涯を過ごす。 

＊司教座管理官として多忙をきわめる；医師としての活動 

＊出版活動 

ギリシャ語書簡のラテン語訳『教訓、田園、恋の書簡集』（１５０９） 

経済学関連の著作『貨幣鋳造の方法』（１５２８） 

＊天文学関連の著作は公刊しなかった 

 

 

２．コペルニクスの天文学研究史 

 

コペルニクスは、天文学に関して３つの著作を編んだことで知られる。 

１）『コメンタリオルス』（１５１０年頃） 

 3 つの写本で現存；地動説の構想をはじめて記す。 

２）ベルナール・ヴァポウスキー（地図製作者）宛て書簡（１５２４年） 

ヴェルナー（１４６８～１５２２）『第８天球運動論』に対する批判 

歳差に関して―トレピデーション；地動説には言及なし 

３）『天球回転論』（没年１５４３年に出版） 
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歳差への関心―改暦 

＊歳差：地球の地軸のずれにより、分点（春分と秋分）が西に移動する現象；72 年に 1 度 

→恒星年（ある恒星を基準）と太陽年（春分点を基準）にずれ（約 20 分） 

ヒッパルコスが発見とプトレマイオスは記録；100 年に 1 度 

  イスラーム文化圏での改良 

バッターニー（８５０頃～９２９）の改良：66 年に 1 度 

トゥースィー（１２０１～１２７４）の改良：70 年に 1 度 

 →改暦の際に重要 

＊ギリシャ天文学・イスラーム天文学でのずれ解消への工夫―トレピデーション 

  春分点が数年ごとに前後すると想定―この前後運動を支える「第 8 天球」の導入 

＊改暦：１５１２～１７年 第 5 回ラテラノ公会議にて改暦の話題 

  イースターを正確に決定するため 

 ユリウス暦からグレゴリオ暦へ 

  ユリウス暦 カエサルが前 45 年設置。閏年を 4 年に一回挿入 

  コペルニクスも改暦に関する意見を求められる 

 コペルニクス『天球回転論』序文 

ではコペルニクスはなぜ地動説へと至ったのか？ 

＊＊コペルニクス『天球回転論』序文 

→宇宙の体系性を目指して 
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天動説モデルと地動説モデル 

 幾何学的には等価 

→違いは惑星の順番 

 

コペルニクス  水金地火木土 

プラトン    月太水金木土 

プトレマイオス 月水金太木土 

ビトルージー  月水太金木土 

→プトレマイオスは公転周期＝軌道の大き

さと想定 

 

＊＊コペルニクス『コメンタリオルス』冒

頭 

 

→同心天球説、周転円説、ピュタゴラス派 

 エカント説批判 

 

 

 
参考文献 

 高橋憲一『コペルニクス・天球回転論』みすず書房（１９９３） 

 山本義隆『世界の見方の転換 2』みすず書房（２０１４） 



39 
 

科学史 ９ コペルニクス受容 

担当：三村 太郎 

（taromimura@g.ecc.u-tokyo.ac.jp） 

１． コペルニクス『天球回転論』出版の経緯―レティクスの説得による 

レティクス（１５１４～１５７４） 

１５３２年 ルター派の中心地ヴィッテンベルク大学（宗教改革の中心地）入学 

１５３６年 メランヒトンに認められて数学教授となる。 

＊ヴィッテンベルク大学 

 ルター（１４８３～１５４６）が神学教授をつとめていた大学 

  プロテスタント運動（１５１７年、聖書の俗語訳）→アリストテレス・スコラ哲学批判 

メランヒトン（１４９７～１５６０） 

 １５１８年 ヴィッテンベルク大学ギリシャ語教授に就任 

 ルター派教育改革―ドイツ各地にルター派大学を新設 

  マールブルグ大学（１５２７）、ケーニヒスベルク大学（１５４４）など 

  アリストテレス哲学教育の再導入―とりわけ自然哲学重視 

  ルター神学「全世界は神の意志によって支配」 

→自然法則の卓越性の認識から神の偉大さを知る 

   →自然哲学や天文学教育の重視→数学教育も重視 

１５３８年 シェーナーを訪れるためニュルンベルクに滞在 

 シェーナー（１４７７～１５４７） 

  メランヒトンに請われてニュルンベルクのギムナジウムの数学教授となる 

メランヒトンよりシェーナーの天文学に関する名声を知らされたため滞在 

１５３９年５月 コペルニクスを来訪―１５４１年まで滞在 

 シェーナーからコペルニクスの名声を知らされたため 

 コペルニクスのもとで地動説を学ぶ 

１５４０年 『第一解説』出版 

 コペルニクス地動説の概説書→何度も再版されて読み続けられる 

 好評を博す→『天球回転論』出版への後押し 

１５４１年 オジアンダーへコペルニクスのことを知らせる手紙を書く 

→コペルニクスとオジアンダー間で書簡のやり取り 

＊オジアンダー（１４９８～１５５２）：ルター派神学者 

往復書簡の一部がケプラー『ウルスス論駁ティコ擁護』での引用によって伝わる 

   「計算の道具としての地動説」という位置づけ 

→コペルニクス出版に同意 

１５４２年 出版の最終作業をオジアンダーに託してライプツィッヒ大学に赴任 

 →無記名「読者へ」を挿入 
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＊＊無記名「読者へ」 

 
  ＊不可知論―人知の可能性の限界 

１５４３年 『天球回転論』出版；コペルニクス没 

 

２．コペルニクス説への反応 

２－１ オジアンダー路線 

自然学と数学の分離→『天球回転論』を実用的な天文学書として用いる 

ヴィッテンベルク大学の学者たち―ラインホルト（１５１１～１５５３）  

 コペルニクス理論に基づく新たな天文表『プロシア表』の作成 

＊＊『プロシア表』へのケプラーの評価  ＊＊ ラインホルトによるポイルバッハ 

『惑星新理論』新

版序文 

 

＊不可知論 

→数学学習の奨励 
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２－２ 新しいタイプの地球中心説の提唱 

ティコ・ブラーエ（１５４６～１６０１）による「ティコ体系」 

 

２－３ コペルニクス路線：太陽中心宇宙の実在 

宇宙の大きさの増大 

＊コペルニクス体系での地球―土星の距離 10477（×地球半径） 

   天球の入れ子構造ではないのですき間ができる 

 プトレマイオス体系での地球―土星の距離 1210（×地球半径） 

   真空を否定することを前提としたプトレマイオス体系は 

   天球の入れ子構造のためすき間がない 

→真空の扱い 

→数学による宇宙像（自然）の決定 

→ガリレオの自然学の数学化 

 

 

参考文献 

 ホーイカース『最初のコペルニクス体系擁護論』すぐ書房（２００６） 

 マクラクラン『コペルニクス』大月書店（２００８） 
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科学史 １０ コペルニクス後の科学：ガリレオ 

担当：三村 太郎 

（taromimura@g.ecc.u-tokyo.ac.jp） 

１．ガリレオ・ガリレイ（１５６４～１６４２） 

１５８１ ピサ大学医学部入学（3 年半で退学） 

 アルキメデスの著作に基づいた力学研究 

『固体の重心について』貴金属の重さを量る天秤の改良 

１５８９ ピサ大学数学教授 

ユークリッド『原論』とプトレマイオス『アルマゲスト』についての講義 

１５９２ パドヴァ大学数学教授 

 振り子の等時性、落体の法則―器具の工夫を通じた発見 

１６０９ 天文観測を始める 

 望遠鏡の入手―木星の衛星の発見しメディチ星と名付ける。 

 『星界の報告』 

１６１０ メディチ家トスカナ大公国のトスカナ大公付き主席数学者兼哲学者 

 金星の満ち欠け  

     プトレマイオス体系 地 金 太 

     コペルニクス体系  太 地 金 

 

２． ガリレオ裁判へ 

ルター（１４８３～１５４６）の宗教改革→カトリック側の反宗教改革運動 

宗教裁判：異端審問所で異教思想の持ち主を悔い改めさせる場 

 

神学校でも天動説への疑問：ベラルミーノ枢機卿（異端審問官）講義 

 

１６１３ 弟子のひとりのピサ大教授カステリが招かれたトスカナ宮廷での朝食会 

 ピサ大哲学教授ボスカリアが「地球の運動が聖書の記述に反する」と発言 

１６１３ カステリ宛て書簡 

 

『旧約聖書』の『ヨシュア記』 

10:12 主がアモリびとをイスラエルの人々にわたされた日に、ヨシュアはイスラエル

の人々の前で主にむかって言った、「日よ、ギベオンの上にとどまれ、月よ、アヤ

ロンの谷にやすらえ」。10:13 民がその敵を撃ち破るまで、日はとどまり、月は動か

なかった。 

 ＊神が太陽と月をとどめた→元来太陽は動いていたことを示唆。 

 

１６１６ 宗教裁判開始－訓告（今後、本件について議論しないという約束） 

 カステリに教えを受けたバルベリーニ枢機卿（１５６８～１６４４）が教皇に 

  選出される→ウルバヌス 8 世 

ガリレオ『偽金鑑識官』刊行―ウルバヌス 8 世の支援で出版 

１６３２ 『天文対話』刊行－地動説を中心に；海の干満 

 教皇内にガリレオに味方する勢力がいなくなる 
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二つの報告書―ガリレオ自身が裁かれるべきか、著作のみが裁かれるべきか 

１６３３ 裁判開始－三度の審問 

第一回審問→異端を認めなかった 

第二回、第三回→説得を受けて罪を認める 

 

判決文、異端誓絶 

 異端を認めたわけではない／訓告に従わなかったことが問題とされた―キリスト教の危機 

 

３． ガリレオの新たな自然研究 

 新たな経験を通じた数学的自然学 ＊＊ガリレオ『偽金鑑識官』６節 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考文献 

 ガリレオ『偽金鑑識官』中公クラシックス（２００９） 

 田中一郎『ガリレオ裁判』岩波新書（２０１５） 
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科学史 １１ コペルニクス後の科学：ティコ・ブラーエとケプラー 

担当：三村 太郎 

（taromimura@g.ecc.u-tokyo.ac.jp） 

１． ティコ・ブラーエと天文観測所 

ティコ・ブラーエ（１５４６～１６０１） 

デンマークの貴族の旧家出身 

１５５９年からコペンハーゲンやライプツィッヒなどさまざまな大学で法学を学ぶ 

 プロテスタントゆえルター派大学で学ぶ―ヴィッテンベルク大学をモデルにした大学 

 個人的に天文学の学習と観測および観測器具の改良を続ける。 

１５７０年 デンマークに戻り莫大な遺産を相続 

１５７２年 新星の発見→天文観測にうちこむ 

 今まで予測されていなかった場所に星を発見→『新星について』執筆 

＊＊↓『新星について』での発見の経緯の記述 新星は肉眼での観測が可能だった 

→新星は天上のものかどうか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５７５年 デンマーク王フレデリク 2 世からヴェン島と研究

資金を与えられる。 

→観測所を建設して膨大な観測を行う  

＊観測器具の改良、大量の観測記録の蓄積 
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１５７７年 彗星の出現―『彗星の起源』  

               発見時に関する記述→ 

 視差が観測されない→月よりも遠くにある 

  

←アリストテレス批判 

 

 ＊新たな宇宙モデルの探求 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊コペルニクス理論の称賛―観測の重要性の指摘 

      

     ティコ書簡における 

      コペルニクス評価→ 

 

 

←ティコ書簡における「人知の限

界」への言及 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



46 
 

１５８８年 『最近の現象』出版―「ティコ体系」の提唱  

 

    

＊コペルニクス体系と数学的に等価；

違いは太陽が中心か地球が中心か 

 

＊天球の交差について 

 彗星の運動→硬い天球の存在の否定 

 

        『最近の現象』での 

     「天球の交差」への言及→ 

 

 

１５９７年 ヴェン島を離れる １６０１年 急死 

 

２． ケプラーと新天文学 

ケプラー（１５７１～１６３０） 

１５８９年 給費生としてチュービンゲン大学（ルター派大学）入学 

 メストリン（１５５０～１６３１）の授業でコペルニクス理論に触れる 

 聖職者となるための勉学を続ける 

１５９３年 グラーツ州立学校に数学教師として赴任 

１５９６年 『宇宙の神秘』出版 

  コペルニクス説の支持を公言（『神秘』より）→ 

  

独自の理由付け―『神秘』での正多面体モデル 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←神の作品としての自然（『神秘より』） 
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１６００年 ティコの助手となる 

１６０１年 ティコ死去 

→ティコの観測データを受け継ぎ新たな惑星モデルの研究を行う。 

１６０９年 『新天文学』出版 

 楕円軌道の導入―データに合致するモデル→数学 

 天体間に働く遠隔力の導入→自然学 

 ＊ギルバート（１５４４～１６０３）：地球は巨大な磁石 

 →惑星間の磁力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊数学を通じた神の似姿の認知 

 

 

参考文献 

 ギルダー『ケプラー疑惑』地人書房（２００６） 

 山本義隆『世界の見方の転換 3』みすず書房（２０１４） 
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科学史 １２ コペルニクス後の科学：デカルト 

担当：三村 太郎 

（taromimura@g.ecc.u-tokyo.ac.jp） 

１． デカルトの生涯 

デカルト（１５９６～１６５０） 

１６０６年 ラ・フレーシュ学院入学 

 イエズス会（反宗教改革運動を担ったカトリック教団のひとつ）系の寄宿学校 

１６１５年 ポアティエ大学入学―法学専攻 

１６１８年 軍隊へ―オランダに赴任 

１６１９～１６２８年 ヨーロッパを遍歴 

１６２８年以降 オランダに定住 

 

２． デカルト自然哲学の形成 

１６１８年から ベークマン（１５８８～１６３７）との交流 

 ステヴィン（１５４８～１６２０、小数の考案で有名）の数学論にふれる 

―幾何量と算術量の区別をなくす 

 →普遍数学の研究へ 

ベークマン宛書簡（１６１９年５月） 

「連続量（幾何学量）、非連続量

（離散量＝算術量）を問わず、ど

んな類の量であれ、与えられうる

すべての問題が一般的に解かれる

まったく新しい学問を提出した

い」 

１６２８年 『精神指導の規則』出版 

 「普遍数学」としての解析幾何学の

提唱―総合と解析→代数学；積と平面

の対応 

 

＊量と数の関係性の変化 

ユークリッド『原論』（ピュタゴラス

の定理）―     「総合」の例→ 

 

フワーリズミー（8世紀）『アルジャブ

ルとムカーバラの書』 

ひとつの平方足す 10の根が 39ディル

ハムに等しい。 

解き方：根の数を半分にする。この場

合は 5。それをそれ自身にかける。その

結果は 25。それに 39を足す。その結果

は 64。その根をとると 8。それから根
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の数の半分である 5を引く。その残りは 3で、これが求める平方の根であり、その平方は 9

である。 

＊ 𝑥2 + 10𝑥 = 39; (𝑥 + 5)2 = 𝑥2 + 25 + 10𝑥 = 39 + 25 = 64 

 

デカルト『幾何学』 

 
 

１６３０年頃「永遠真理創造説」 

 数学的真理は人間知性のうちに神から生得的に与えられたもの 

 数学的観念が神によって自然のうちに自然法則を構成するものとして置かれている 

→幾何学的空間も神の創造物；アリステレス的経験論・目的論の排除―方法的懐疑 

 延長としての物体観；位置変化としての運動観―機械論的自然観―天上界と地上界の統一 

  最初の確実な知識＝そのように疑っている間はわれわれは存在しているということ 

  →「我は考える、ゆえに我はある」 

  ＊精神と身体の分離 
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１６４４年 『哲学の原理』出版 

 デカルト哲学の体系化―粒子論 

＊＊『哲学の原理』第４部２０３－４ 

 
 

 感覚を超越した事物の把握―機械論的 

 

 

参考文献 

 小林道夫『デカルト入門』ちくま新書（２００６） 

 デカルト『幾何学』ちくま学芸文庫（２０１３） 
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科学史 １３ コペルニクス後の科学：ニュートン 

担当：三村 太郎 

（taromimura@g.ecc.u-tokyo.ac.jp） 

１．ニュートン：ケンブリッジ大学教授就任まで 

ニュートン（１６４３～１７２７） 

１６６１年 ケンブリッジ大学トリニティー・カレッジ入学 

 独力でデカルトやガリレオの著作を読む。 

１６６４年 特待生に選ばれる 

１６６５年 ペストの流行のため大学閉鎖―１６６７年 再開 

 閉鎖中に数学研究を進める       ニュートンの回想→ 

１６６９年 ケンブリッジ大学ルーカス教授職 

 

２．ニュートンの科学研究 

１６８７年 『プリンキピア（自然哲学の数学的諸原理）』出版 

 ペスト流行中の研究がもとになっている 

   ―その成果を公表するには至っていなかった 

１６８４年 ハレー（１６５６～１７４２、王立協会）の訪問 

「もし太陽に向かう引力が太陽からの距離の二乗に反比例す

るならば、惑星の描く曲線の形は何であるか？」という問題

について 

→「楕円である」と即答 

 

                   ハレーの回想→ 

＊引力の法則からケプラーの法則が導出できることを示唆 

 

＊ケプラーの法則 

第 1 法則 : 惑星は太陽をひとつの焦点とする楕円軌道上を動く。 

第 2 法則 : 惑星と太陽とを結ぶ線分が単位時間に描く面積は、一

定である（面積速度一定）。 

第 3 法則 : 惑星の公転周期の 2 乗は軌道の半径の 3 乗に比例する。 

→この法則を成り立たせている力とはなにか？について議論 

 注意 これらの法則はデータから帰納されたもので証明はされていなかった。 

＊ホイヘンス（１６２９～１６９５）の振り子の研究 

  ガリレオによる振り子の等時性の原理 

   振動する振り子のふり幅が大きくても小さくても往復は同一 

  →この原理を利用した振り子時計の開発 

  振り子の長さで周期が決まる 

 １６７３ ホイヘンス『振り子時計』 

  中心引力は半径に比例し、周期の二乗に反比例 

→この原理は地上の現象に関する原理 

→天上界にも適用できるのではという着想 

＊フック（１６３５～１７０３）：王立協会フェロー、「フックの法則」 
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１６８４年 ニュートンは『物体の軌道運動について』

（９ページ）をハレーに送付 

 →ハレーの勧めでその内容を大幅に拡張し 

『プリンキピア』として完成。 

 

          ＊＊『プリンキピア』序文  → 

 

 

 

 ユークリッド『原論』をモデルとして 

→公理の導入 

例：「法則 III 作用に対して反作用は常に逆向きで相等しいこと（作用反作用の法則 

 

『プリンキピア』目次 

第１篇 物体の運動について（真空中における） 

命題１定理１「軌道を動く物体と、ある定点を結ぶ仮想的な直線は、もしその物体に働く力

が常にその点に向かうにならば時間に比例した面積を描く。」 

命題２定理２「一つの定点と運動体の間の直線が常に時間に比例する面積を描くならば、そ

の運動体に働く力はその点に向かう」 

＊命題 1 定理１の逆＝ケプラーの第二法則の幾何学的証明；ケプラーの法則は観測

データから導出したもので、証明はされていなかった。 

→「各惑星に働く力は太陽を向いている」と結論 

第２篇 物体の運動について（抵抗ある媒質中における） 

第３篇 世界体系について 

第 1 篇を踏まえて「惑星は楕円軌道で回転し、その求心力は各楕円の焦点に位置す

る太陽に向かっているので、各惑星に働く力は逆２乗の法則に従わねばならない」 
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３．ニュートン：ロンドン時代 

１６９６年 造幣局監督官→のちに長官となる 

１７０３年 フック死去；ニュートン 王立協会会長就任 

１７０４年 『光学』出版 

 １６６０年代から行っていた研究、講義に基づく；英語での執筆 

 「光の粒子説」の提唱―ホイヘンス「光の波動説」 

 

参考文献 

 フォーベル編『ニュートン復活』現代数学社（１９９６） 

 河辺六郎『世界の名著３１ ニュートン』中央公論社（１９７１） 

 

 

４． フランス革命からエコール・ポリテクニク設立 

17 世紀 科学革命の時代 

 科学を通じて合理的な神によって設計された自然の法則を知る 

18 世紀 啓蒙主義の時代 

 理性を通じた自然の探求における神の存在の希薄化 

→『百科全書』 

 ディドロ（１７１３～１７８４）とダランベール（１７１７～１７８３）によって編纂；

全 28 巻 

 

１７７６年 アメリカ独立宣言 

１７８９年 フランス革命 

 革命の波及を恐れたヨーロッパ各国が反仏同盟を結成し、フランスに対して干渉戦争 

 →戦争に必要な科学技術力を自国で維持する必要 

１７９４年 公共事業中央学校（翌年にエコール・ポリテクニクと改称）創設 

 工学者の養成―ギルド的な職能伝統をこえた技術者 

 教授として、ラグランジュ（１７３６～１８１３）、モンジュ（１７４６～１８１８）、

ラプラス（１７４９～１８２４）など 

 科学教育（数学、物理、化学など）と技術教育（土木、建築、軍事など）を組み合わせた

カリキュラム；3 年で修了、授業料は無料 

＊技術のための科学 

 解析学→力学→機械 

 画法幾何学→地図作成、測量、機械製図→土木、建築 

＊卒業生は高級官僚となる；科学者も多数輩出 

  ポアソン（１７８１～１８４０）、コーシー（１７８９～１８５７）など 
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１７９９年 ナポレオン（１７６９～１８２１）統領政府を樹立 

教育改革を行う―阿学技術の制度化 

中等学校リセの設置と、バカロレアの設置 

国土を 40 に分けて、各地にリセと高等教育機関（ファキュルテ）を配備 

ファキュルテに科学、文学、医学、法学、神学を設置 

→科学の専門教育化 

 

 

２．ドイツにおける研究型大学の創設 

ドイツにおける科学者養成の立ち遅れ―旧来の大学の維持→閉鎖 

１８１０年 ベルリン大学創設 

 ヴィルヘルム・フォン・フンボルト（１７６７～１８３５）による 

 

フンボルト：言語学者 

 「教える自由」と「学ぶ自由」 

 大学の独立性―「孤独と自由」→学問の探求に邁進 

 フンボルト「ベルリン高等学問機関の内的及び外的組織の理念」 

 

初代総長フィヒテ（１７６２～１８５４） 

 哲学部の専門化 

  ドイツにおける自由学芸部は哲学部と呼ばれていた 

その一部に科学も含まれる 

 ゼミナールの形成 

→学生実験を主体とした教育：ギーセン大学 

＊リービッヒ（１８０３～７３）による 

 

 

参考文献 

 『世界の名著２９ ヴォルテール、ディドロ、ダランベール』中央公論社（１９７０） 

 古川安『科学の社会史』南窓社（２００１） 

 


